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要  約 本研究では，先進国及び開発途上国における砂糖を起因とする NCDs 予防のための健康教育につ
いて知見を得ることを目的とした。データベースは，PubMed，CiNii を用いた。PubMed の探索語には
“SSB(Sugar-Sweetened Beverage)”“health education”を，CiNii での探索語は「SSB(Sugar Sweetened 
Beverage)」，「砂糖(嗜好飲料含む)」，「健康教育」を用いた。データベース検索では 1,735件が抽出され，ス
クリーニングの結果，37件を採択した。 
 国内の採択論文は 7 件で，健康教育の必要性を論じている一方で，介入を行っている報告は少なかった。
本研究では採択基準を学術雑誌としたが，学会研究発表などにおいて，食育の報告があったため，収集の幅
を広げる必要性がある。 
 近年の調査研究ではオンラインを活用したものもあった。また健康教育による介入では，地域など大規模
な介入で飲み物の選択に大きく影響を与えていた。一方で，学校や学級など比較的小さな集団で介入研究を
行う場合，より継続的に介入を行っていくことの必要性が示唆された。 
キーワード：砂糖甘味飲料，非感染性疾患，砂糖摂取量，健康教育，系統的レビュー 
 
Abstract The purpose of this study was to obtain insight into health education to prevent non-communicable 
diseases (NCDs) caused by sugar in developed and developing nations. The databases used were PubMed and CiNii. 
Search terms on PubMed were “SSB (sugar-sweetened beverage)” and “health education;” search terms for CiNii 
were “SSB (sugar-sweetened beverage),” “sugar (including sweetened beverages),” and “health education.” The 
database queries produced 1,735 hits, 37 of which were used after screening. 
Seven Japanese studies discussed the need for health education, but few involved interventions. The current study 
selected studies in academic journals, though dietary education was mentioned in research presentations. Thus, the 
scope of the data collected needs to be expanded. 
Severe recent surveys were conducted online. Among the interventions that involved health education, large-scale 
interventions implemented in a certain region had a major impact on beverage selection. However, results suggested 
that interventions targeting relatively small groups such as schools or grade levels need to be implemented on a 
continuing basis. 
Key words：Sugar-sweetened beverage (SSB), NCDs, 
      sugar intake, health education,  
      systematic review 
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１．はじめに 
2015年に世界保健機関（WHO）が発表した世界全
体の死因のこの 10 年の状況の変化として，非感染
性疾患（NCDs: Non-Communicable Diseases）は世界
全死亡の 70％を引き起こしており，2000 年の 60％
から 10ポイント増加している。NCDsは，心血管病
変，がん，糖尿病，慢性肺疾患，肥満，虫歯などを
いい，WHO では NCDs の様々な対策がなされてい
る 1）。 
砂糖の摂り過ぎは，NCDsの要因とされ，WHOで
は，１日に摂取する砂糖摂取量を，総エネルギー摂
取量の 5％未満に抑えるべきとする新ガイドライン
を 2014年に発表した 2）。 
マレーシアでは，過体重の割合が 44.6％，肥満が
14.1％，高血糖が 11.4％であり，他の東南アジア諸
国の中でもマレーシアが一番高い 3）。食生活を観察
すると，イギリスの植民地時代の影響から，“ミヌム”
というお茶を飲む習慣を大切にしており，１日に数
回その時間を取っている。“ミヌム”で飲む飲み物は
一般的に“SSB（Sugar-Sweetened Beverage）”と呼
ばれる砂糖甘味飲料が多い。糖度については，マレ
ーシアの一般的な飲料（ミルクティー）の糖度を計
測した結果，日本では 9％前後である一方で，マレ
ーシアでは糖度が 15％の店が一番多く，8％から
21％とばらつきも大きかった。 
以上のことから，マレーシアでは，飲み物から過
度な砂糖摂取があると推測される。肥満や高血糖を
予防するためには，飲み物からの砂糖摂取量を減ら
すことが効果的な方法であると考えられる。 
そこで，本研究では，先進国及び開発途上国にお
ける砂糖を起因とした NCDsに対する健康教育につ
いて知見を得ることを目的に，データベースを用い
た文献レビュー（以下「本レビュー」という。）を行
った。さらに，研究動向から，今後の砂糖を起因と
した NCDsに対する健康教育に求められる研究課題
について，考察した。 
２．方法 
1）論文の検索 
 探索には，米国国立医学図書館が提供する文献デ
ータベース PubMed及び国立情報学研究所が提供す
る CiNii（NII学術情報ナビゲータ）を用いた。先行
研究の探索キーワードも参考にし，PubMed の検索
式を（“SSB（Sugar-Sweetened Beverage）”[MeSH 
Terms] OR “SSB（Sugar-Sweetened Beverage）”[All 
Fields]）AND “health education”[MeSH Terms] OR 
“health education”[All Fields]とし，CiNiiでの探索
語は「SSB（Sugar-Sweetened Beverage）」，「砂糖（嗜
好飲料含む）」，「健康教育」とした。また，採択基準
は学術雑誌とし，対象は全てのライフステージを対
象とし，内容は砂糖を起因とする健康教育に関する
こと，2008年 4月から 2018年 3月までに公開され
た論文とした。検索は 2018年 9月に行った。 
 
2）論文のスクリーニング 
 採択までの流れを Fig. 1に示す。データベース検
索により抽出された論文 1,735 件について，表題及
び抄録の精査により 1次スクリーニングを行い，採
択基準を満たさないものを除外した。次に，本文の
精読による 2次スクリーニングを行い，採択基準を
満たさないものを除外し，最終的に PubMed 29件，
CiNii 6件の計 35件 4-38）を採択した。 
 採択された論文のうち，健康教育の介入を行って
いない研究調査と，行っている研究について，エビ
デンステーブルを作成した（Table 1 ，Table 2，Table 
3）。 
 
 
Fig.1 Steps in searching research databases 
データベース検索（1,735件）
PubMed 599件、CiNii 1,136件
1次スクリーニング （表題・抄録の精査）
採択基準に合わない文献を除外（1,618件）
・健康教育に関することではない（1,523件）
・学術雑誌に掲載された論文ではない（59件）
・調査対象が限定的（36件）
表題・抄録の精査の結果、採択された論文（117件）
2次スクリーニング（本文の精読）
採択基準に合わない文献を除外（82件）
・健康教育の記載内容が不十分（53件）
・研究目的に触れていない（29件）
採択論文 35件
PubMed 29件、CiNii 6件
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シ
コ
 
 肥
満
の
メ
キ
シ
コ
女
性
の
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
レ
ベ
ル
、
体
重
お
よ
び
そ
の
他
の
代
謝
因
子
に
SS
B
の
代
わ
り
に
水
を
代
用
す
る
効
果
を
調
べ
る
 
過
体
重
（B
M
I≧
25
）女
性
（1
8
～
45
歳
）で
、
水
・教
育
施
設
グ
ル
ー
プ
（1
20
人
）ま
た
は
教
育
施
設
グ
ル
ー
プ
（1
20
人
）
に
割
り
当
て
た
 
24
時
間
思
い
出
し
法
、
人
体
測
定
、
お
よ
び
空
腹
時
血
中
濃
度
を
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
お
よ
び
介
入
後
3、
6、
お
よ
び
9ヶ
月
に
収
集
 
 ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
濃
度
ま
た
は
研
究
さ
れ
た
結
果
の
い
ず
れ
に
も
介
入
の
効
果
は
な
か
っ
た
。
水
分
摂
取
量
は
増
加
し
た
が
、
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
濃
度
に
影
響
を
与
え
ず
に
SS
B
の
完
全
な
置
換
を
達
成
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
事
後
分
析
は
、
介
入
が
トリ
グ
リ
セ
リ
ド
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
 
O
nu
fra
k 
SJ
 e
t 
al.
(2
01
4)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 水
道
水
の
安
全
性
の
認
識
に
お
け
る
人
口
学
的
な
相
違
を
調
査
し
、
こ
れ
ら
の
認
識
が
SS
B
と
淡
水
の
摂
取
と
関
連
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
18
歳
以
上
の
米
国
成
人
 
20
10
年
の
He
al
th
 S
ty
le
s 
Su
rv
ey
（n
 
41
84
）の
全
国
調
査
デ
ー
タ
 
 全
体
的
に
、
13
・0
％
の
参
加
者
は
地
元
の
水
道
水
が
安
全
で
は
な
い
と
答
え
、
26
・
4％
の
参
加
者
が
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
水
が
水
道
水
よ
り
安
全
で
あ
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
水
道
水
の
不
信
と
SS
B
摂
取
と
の
関
連
は
、
人
種
や
民
族
に
よ
っ
て
変
化
し
た
。
地
元
の
水
道
水
を
飲
む
の
が
安
全
で
は
な
い
と
反
対
す
る
白
人
で
な
い
人
種
や
民
族
グ
ル
ー
プ
は
、
普
通
の
水
の
摂
取
量
が
少
な
い
と
報
告
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
 地
元
の
水
道
水
を
信
頼
し
て
い
な
い
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
う
ち
、
1日
の
SS
B摂
取
率
は
、
信
頼
し
て
い
る
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
群
の
2倍
で
あ
っ
た
。
 
Ra
de
r R
K 
et
 a
l. 
(2
01
4)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 子
供
が
砂
糖
甘
味
飲
料
（S
SB
）と
10
0％
果
汁
（F
J）
の
消
費
量
を
説
明
し
、
過
剰
消
費
を
減
ら
す
要
因
を
特
定
す
る
 
小
児
の
83
0人
の
親
 
小
児
科
医
の
診
察
室
で
36
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
トを
行
っ
た
 
 子
ど
も
た
ち
は
ソ
ー
ダ
（6
2.
2％
）、
他
の
SS
B（
61
.6
％
）、
FJ
（8
8.
2％
）を
消
費
し
た
。
26
.9
％
が
米
国
小
児
科
学
会
の
推
奨
FJ
摂
取
量
を
上
回
っ
た
。
 飲
料
か
ら
15
7人
（1
8.
9％
）の
子
供
が
過
剰
な
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
し
た
。
医
師
の
推
奨
（6
5.
6％
）が
あ
れ
ば
、
親
は
飲
み
物
消
費
を
減
ら
す
可
能
性
が
高
い
。
 
Sh
ika
na
i S
 e
t a
l. 
(2
01
4)
 
 日
本
・カ
ン
ボ
ジ
ア
  
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本
の
小
児
の
様
々
な
糖
の
摂
取
量
を
推
定
し
、
摂
取
量
と
体
重
の
関
係
を
調
べ
る
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
と
日
本
の
北
か
ら
南
ま
で
の
3つ
の
都
道
府
県
か
ら
7,
10
,1
3歳
身
長
・体
重
、
3日
間
(平
日
2日
、
休
日
1日
)の
栄
養
調
査
(2
4時
間
思
い
出
し
法
) 
 身
長
と
体
重
は
13
歳
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
の
方
が
身
長
は
低
く体
重
は
軽
か
っ
た
が
BM
Iに
違
い
は
な
か
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
牛
乳
の
消
費
が
日
本
よ
り
低
い
た
め
、
日
本
の
子
ど
も
の
乳
糖
の
摂
取
量
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
の
2倍
だ
っ
た
。
砂
糖
摂
取
量
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
28
.4
2±
25
.2
8、
日
本
は
25
.6
9±
16
.1
6で
W
HO
が
勧
め
る
範
囲
内
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
は
商
業
飲
料
や
ス
ナ
ッ
ク
か
ら
46
%、
日
本
の
子
ど
も
は
26
%砂
糖
を
摂
取
し
て
い
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
は
グ
ル
コ
ー
ス
と
フ
ル
ク
ト
ー
ス
の
摂
取
量
が
46
%で
日
本
の
子
ど
も
は
26
%で
あ
り
、
W
HO
が
勧
め
る
範
囲
内
で
体
重
と
の
関
係
は
な
か
っ
た
。
昼
食
時
の
飲
み
物
の
違
い
は
砂
糖
摂
取
量
の
差
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
 
Bl
oc
k 
JP
 e
t a
l. 
(2
01
3)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 こ
の
研
究
は
、
大
学
生
が
飲
み
物
を
選
ぶ
方
法
、
お
よ
び
行
動
介
入
が
砂
糖
甘
味
飲
料
の
過
度
の
消
費
を
減
ら
す
か
調
べ
る
 
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
と
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
6つ
の
カ
レ
ッ
ジ
の
90
人
の
学
生
 
人
口
統
計
、
身
長
、
体
重
、
自
由
回
答
と
選
択
肢
に
よ
る
飲
料
に
つ
い
て
の
質
問
 
 大
学
生
の
間
で
は
、
味
と
価
格
が
飲
み
物
を
選
ぶ
上
で
最
も
重
要
な
要
素
だ
っ
た
。
視
覚
画
像
を
使
用
す
る
介
入
ま
た
は
低
価
格
ま
た
は
水
を
提
供
す
る
介
入
は
、
砂
糖
で
甘
くさ
れ
た
飲
料
摂
取
量
を
減
ら
す
た
め
に
有
効
で
あ
っ
た
。
 
Bj
el
la
nd
 M
 e
t 
al.
(2
01
3)
 
 
ノ
ル
ウ
ェ
ー
 
 幼
児
期
（1
-7
歳
）の
果
物
、
野
菜
、
SS
B
の
摂
取
量
の
変
化
と
追
跡
、
お
よ
び
18
ヵ
月
か
ら
7才
ま
で
の
母
親
の
教
育
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
調
べ
る
公
衆
衛
生
研
究
所
が
実
施
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
母
子
コ
ホ
ー
ト
研
究
の
縦
断
的
デ
ー
タ
が
使
用
さ
れ
、
3つ
の
時
点
（1
8ヶ
月
、
36
ヶ
月
お
よ
び
7年
）に
参
加
し
た
90
25
人
の
子
供
 
果
物
、
野
菜
お
よ
び
SS
B
の
頻
度
を
ア
ン
ケ
ー
ト
 
 低
学
歴
の
母
親
の
子
供
は
、
果
物
や
野
菜
を
あ
ま
り
頻
繁
に
摂
取
せ
ず
、
SS
B
は
18
ヶ
月
齢
の
高
等
教
育
を
受
け
た
母
親
の
子
供
に
比
べ
て
よ
り
頻
繁
に
摂
取
し
た
。
幼
い
頃
の
不
利
な
食
事
行
動
を
防
ぐ
た
め
に
、
早
期
の
健
康
的
な
食
事
行
動
の
促
進
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
子
供
た
ち
の
食
生
活
を
改
善
す
る
た
め
の
栄
養
介
入
の
母
親
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。
 
Le
e 
HS
 e
t a
l. 
(2
01
3)
 
 
韓
国
 
 韓
国
の
子
供
（7
-1
2歳
）と
青
少
年
（1
3-
18
歳
）の
SS
B
摂
取
量
に
関
連
す
る
要
因
を
調
査
す
る
 
3,
17
9人
の
子
供
と
2,
24
2人
の
青
年
 
20
08
-2
01
1年
の
国
民
健
康
栄
養
調
査
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
 S
SB
の
摂
取
量
を
調
査
 
 3
00
m
l /
日
以
上
の
SS
B摂
取
量
が
小
児
お
よ
び
青
年
の
12
.0
％
に
認
め
ら
れ
た
。
高
SS
B摂
取
率
の
高
い
要
因
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
、
低
牛
乳
消
費
、
推
奨
さ
れ
る
果
物
と
野
菜
の
摂
取
量
を
満
た
し
て
い
な
い
な
ど
。
体
重
超
過
お
よ
び
肥
満
は
、
7〜
12
歳
の
男
子
で
SS
B摂
取
量
が
多
い
ほ
ど
有
意
に
高
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
は
、
SS
Bの
摂
取
を
減
ら
し
、
よ
り
健
康
的
な
食
生
活
を
促
進
す
る
た
め
の
目
標
を
絞
っ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。
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Pa
rk
 S
 e
t a
l. 
(2
01
2)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 全
国
的
に
代
表
さ
れ
る
高
校
生
の
サ
ン
プ
ル
の
中
で
、
SS
Bの
種
類
別
に
、
人
口
統
計
学
的
特
徴
、
体
重
の
状
態
、
学
校
自
動
販
売
機
の
入
手
可
能
性
、
お
よ
び
行
動
要
因
の
糖
尿
病
飲
料
（S
SB
）摂
取
と
の
関
連
性
を
調
べ
る
 
20
10
NY
PA
N
Sよ
り
 
高
校
生
 
砂
糖
入
り
飲
料
の
摂
取
量
、
体
重
（B
M
I）
、
砂
糖
入
り
飲
料
の
自
動
販
売
機
の
有
無
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
利
用
状
況
、
1日
60
分
以
上
の
運
動
、
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
 
 1
日
3回
以
上
甘
い
飲
み
物
を
摂
取
す
る
人
は
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
黒
人
以
外
の
男
性
で
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
週
に
1〜
2日
以
上
食
べ
た
り
、
1日
2時
間
以
上
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
以
外
の
人
種
お
よ
び
身
体
活
動
が
1週
間
に
5日
以
内
1日
60
分
以
上
の
場
合
は
、
甘
い
飲
み
物
の
摂
取
の
割
合
は
低
か
っ
た
。
体
重
は
、
甘
い
飲
み
物
摂
取
に
関
連
し
て
い
な
か
っ
た
。
頻
繁
な
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
と
座
り
な
が
ら
の
行
動
と
甘
い
飲
み
物
の
摂
取
量
に
有
意
な
関
連
が
あ
っ
た
。
 
Rh
ee
 J
J 
et
 a
l. 
(2
01
2)
 
 
コ
ス
タ
リ
カ
 
 こ
の
研
究
で
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
商
業
的
お
よ
び
伝
統
的
SS
B
と
肥
満
尺
度
と
の
間
の
関
連
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
 
コ
ス
タ
リ
カ
の
大
人
（n
 2
04
5）
SS
B
の
摂
取
量
を
「フ
レ
ス
コ
」（
伝
統
的
な
自
家
製
飲
料
）、
フ
ル
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
（市
販
の
SS
B）
、
ソ
ー
ダ
お
よ
び
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
の
毎
日
の
摂
取
頻
度
調
査
 
BM
I、
皮
下
脂
肪
の
厚
さ
の
測
定
 
 ソ
ー
ダ
と
フ
レ
ス
コ
の
摂
取
頻
度
が
高
い
人
は
皮
下
脂
肪
が
厚
か
っ
た
 。
BM
Iの
上
昇
に
関
連
す
る
他
の
要
因
は
、
所
得
の
増
加
、
教
育
の
低
下
、
喫
煙
、
身
体
の
不
活
動
で
あ
っ
た
。
市
販
の
SS
B
の
摂
取
量
の
増
加
は
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
成
人
の
肥
満
の
高
い
罹
患
率
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
 
Sh
an
ita
 N
S 
et
 a
l. 
(2
01
2)
 
 
マ
レ
ー
シ
ア
 
 成
人
の
習
慣
的
な
砂
糖
摂
取
量
を
評
価
す
る
た
め
食
品
頻
度
ア
ン
ケ
ー
ト
（F
FQ
）を
開
発
し
、
検
証
す
る
 
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ラ
ン
バ
レ
ー
に
住
む
大
人
 
砂
糖
摂
取
量
（F
FQ
食
物
摂
取
頻
度
調
査
） 
 食
物
摂
取
頻
度
調
査
に
よ
り
砂
糖
摂
取
量
と
参
照
に
よ
る
方
法
に
よ
る
2つ
を
比
較
し
た
。
食
物
摂
取
頻
度
調
査
で
は
1日
49
.4
±
21
.4
g、
参
照
に
よ
る
方
法
で
は
1日
44
.2
±
20
.2
gで
あ
り
、
2つ
の
方
法
の
差
は
5.
2g
で
あ
っ
た
。
食
物
摂
取
頻
度
調
査
は
、
ク
ラ
ン
バ
レ
ー
の
大
人
に
お
け
る
常
習
的
な
砂
糖
摂
取
量
を
推
定
す
る
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
い
え
る
。
 
Zo
el
ln
er
 J
 e
t 
al.
(2
01
1)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 健
康
評
価
指
数
（H
EI
）ス
コ
ア
お
よ
び
砂
糖
甘
味
飲
料
（S
SB
）消
費
に
関
連
す
る
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
ス
キ
ル
を
評
価
す
る
 
ミ
シ
シ
ッ
ピ
デ
ル
タ
農
村
部
に
住
む
成
人
 
15
8項
目
の
食
品
頻
度
ア
ン
ケ
ー
ト
 
 H
EI
ス
コ
ア
の
他
の
重
要
な
予
測
因
子
に
は
、
年
齢
、
性
別
、
お
よ
び
補
足
栄
養
補
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
が
含
ま
れ
る
。
 健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
人
口
統
計
学
的
変
数
を
考
慮
し
な
が
ら
、
SS
B消
費
を
有
意
に
予
測
し
た
。
 健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
ス
コ
ア
の
1ポ
イ
ン
トは
、
SS
Bか
ら
の
1日
あ
た
り
34
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
減
少
と
関
連
し
て
い
た
。
  
Br
ow
n 
IJ
 e
t a
l. 
(2
01
1)
 
 イ
ギ
リ
ス
・ア
メ
リ
カ
  
SS
B
、
ダ
イ
エ
タ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
、
お
よ
び
糖
分
と
血
圧
（B
P）
と
の
関
連
付
け
を
報
告
す
る
 
40
～
59
歳
の
26
96
人
 
砂
糖
入
り
飲
料
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
飲
料
の
摂
取
量
（4
回
）、
24
時
間
の
蓄
尿
（2
回
）、
血
圧
、
身
長
・体
重
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
の
有
無
 
 甘
い
飲
み
物
の
摂
取
量
が
多
い
ほ
ど
全
体
的
な
栄
養
的
な
質
が
悪
く、
甘
い
飲
み
物
や
、
フ
ル
ク
ト
ー
ス
、
グ
ル
コ
ー
ス
と
血
圧
と
は
直
接
つ
な
が
り
は
な
か
っ
た
が
、
高
ナ
ト
リ
ウ
ム
摂
取
者
で
は
砂
糖
と
血
圧
の
つ
な
が
り
が
強
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
は
、
最
近
の
試
験
デ
ー
タ
と
一
致
し
て
お
り
、
心
臓
血
管
の
健
康
改
善
の
た
め
に
甘
い
飲
み
物
、
糖
類
お
よ
び
塩
の
摂
取
を
減
ら
す
た
め
の
勧
告
を
支
持
し
て
い
る
。
 
Sh
ar
ke
y 
JR
 e
t a
l. 
(2
01
1)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 メ
キ
シ
コ
出
身
の
メ
キ
シ
コ
生
ま
れ
の
米
国
人
の
砂
糖
甘
味
飲
料
（S
SB
）の
摂
取
に
つ
い
て
調
べ
る
 
テ
キ
サ
ス
国
境
付
近
の
59
9人
の
成
人
メ
キ
シ
コ
出
身
女
性
人
口
統
計
学
的
特
徴
（年
齢
、
教
育
、
出
生
国
ま
た
は
出
生
国
、
家
計
所
得
、
家
計
構
成
、
雇
用
状
況
）、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
自
己
報
告
の
身
長
お
よ
び
体
重
、
食
糧
お
よ
び
栄
養
補
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
、
SS
Bお
よ
び
FF
M
の
消
費
 
 米
国
生
ま
れ
の
女
性
は
、
同
じ
地
域
の
植
民
地
で
メ
キ
シ
コ
生
ま
れ
の
女
性
よ
り
も
SS
Bと
FF
M
を
多
く消
費
し
た
。
メ
キ
シ
コ
生
ま
れ
の
女
性
の
中
で
の
み
、
年
齢
、
子
供
の
存
在
、
ま
た
は
孤
独
な
親
で
あ
る
こ
と
は
、
SS
Bと
有
意
に
関
連
し
て
い
た
。
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
、
孤
独
な
親
で
あ
り
、
SS
B
消
費
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
FF
M
の
頻
度
の
増
加
と
関
連
し
て
い
た
。
 
出
生
国
に
基
づ
くS
SB
と
FF
M
の
有
病
率
と
相
関
の
差
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 
Be
rm
ud
ez
 O
I e
t a
l. 
(2
01
0)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 1
99
9-
20
00
年
の
国
民
健
康
栄
養
調
査
に
参
加
し
た
20
-3
9歳
の
ア
メ
リ
カ
の
成
人
に
お
け
る
砂
糖
甘
味
飲
料
と
総
糖
尿
病
お
よ
び
腹
部
肥
満
を
伴
う
糖
の
摂
取
と
の
関
連
性
を
検
討
す
る
KN
HA
NE
S 
19
99
-2
00
0よ
り
20
～
39
歳
の
大
人
 
BM
I、
砂
糖
摂
取
量
（砂
糖
入
り
飲
料
と
添
加
砂
糖
の
合
計
）、
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
、
栄
養
摂
取
状
況
 
 甘
い
飲
み
物
の
摂
取
量
の
増
加
は
、
20
-3
9歳
の
米
国
成
人
の
総
腹
部
肥
満
と
関
連
し
て
い
た
。
米
国
の
人
口
に
直
面
し
て
い
る
現
在
の
肥
満
の
流
行
を
止
め
る
か
、
や
や
軽
減
す
る
努
力
を
加
速
す
る
た
め
に
は
、
甘
い
飲
み
物
や
そ
の
他
の
食
物
成
分
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
摂
取
が
体
重
増
加
に
寄
与
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
潜
在
的
役
割
に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
W
an
g 
YC
 e
t a
l. 
(2
00
9)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 砂
糖
甘
味
飲
料
（S
SB
）を
子
供
や
青
年
の
代
替
品
と
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
る
正
味
カ
ロ
リ
ー
の
影
響
を
推
定
す
る
 
2歳
～
19
歳
ま
で
の
小
児
お
よ
び
青
年
（N
 =
 3
09
8）
 
20
03
-2
00
4年
の
国
民
健
康
栄
養
調
査
調
査
デ
ー
タ
か
ら
の
2回
の
非
連
続
的
な
24
時
間
の
食
事
 
 S
SB
に
水
を
代
用
す
る
こ
と
は
、
他
の
飲
料
、
飲
料
お
よ
び
飲
料
の
総
量
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
お
よ
び
週
末
の
影
響
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
TE
Iの
有
意
な
低
下
に
関
連
し
て
い
た
。
飲
料
の
1％
ご
と
に
6.
6 
kc
al
の
TE
Iが
低
下
し
た
。
こ
れ
は
、
他
の
食
品
や
飲
料
の
代
償
増
加
に
よ
り
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
SS
Bを
水
で
置
換
す
る
と
平
均
23
5 
kc
al
 /
 d
の
削
減
が
可
能
で
あ
る
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
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Ta
bl
e 
2 
Su
rv
ey
s 
of
 s
ug
ar
 in
ta
ke
 a
nd
 h
ea
lt
h 
(Ja
pa
n)
 
著
者
 
 
国
 
 
研
究
の
目
的
 
調
査
 
主
な
結
果
 
（発
行
年
） 
 
 
対
象
 
調
査
項
目
 
Ta
ke
ic
hi
 H
 e
t 
al
. 
(2
01
2)
 
 
日
本
 
 日
本
の
小
学
生
の
ス
ナ
ッ
ク
と
飲
み
物
か
ら
の
砂
糖
摂
取
量
を
決
定
す
る
 
日
本
国
内
8地
域
の
都
道
府
県
か
ら
7,
10
,1
3歳
 
栄
養
調
査
は
平
日
3
日
間
（給
食
は
秤
量
法
、
他
の
食
事
は
24
時
間
思
い
出
し
法
）、
砂
糖
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
の
評
価
、
身
長
・体
重
測
定
、
身
長
・体
重
・エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
は
日
本
の
平
均
と
似
て
い
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
は
13
歳
の
女
子
を
除
い
て
女
子
よ
り
男
子
の
方
が
高
か
っ
た
。
砂
糖
摂
取
量
は
男
女
の
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
13
歳
の
女
子
の
砂
糖
摂
取
量
は
低
か
っ
た
。
摂
取
さ
れ
た
砂
糖
の
平
均
は
1日
24
.7
±
15
.5
gで
あ
っ
た
。
砂
糖
摂
取
の
う
ち
25
%が
飲
み
物
、
19
%が
焼
き
菓
子
、
17
%が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
３
つ
の
食
品
は
砂
糖
摂
取
全
体
の
61
%で
あ
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
は
19
60
lc
al
/d
で
FA
O
（国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
）と
W
H
O
（世
界
保
健
機
関
）が
勧
め
る
砂
糖
摂
取
量
（エ
ネ
ル
ギ
ー
の
10
%）
を
求
め
る
と
49
gで
あ
り
、
望
ま
し
い
範
囲
内
で
あ
っ
た
。
砂
糖
摂
取
量
24
.7
gの
う
ち
、
64
%が
ス
ク
ロ
ー
ス
（蔗
糖
）、
14
%が
フ
ル
ク
ト
ー
ス
、
13
%が
グ
ル
コ
ー
ス
、
9%
が
ラ
ク
ト
ー
ス
（乳
糖
）で
あ
っ
た
。
飲
料
か
ら
の
砂
糖
が
25
%で
最
も
高
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
飲
料
に
は
異
性
化
糖
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
フ
ル
ク
ト
ー
ス
は
血
中
の
中
性
脂
肪
を
増
加
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
砂
糖
の
種
類
を
気
に
し
な
くて
は
な
ら
な
い
。
 
岸
田
、
永
田
 
(2
01
1)
 
 
日
本
 
 小
学
5年
生
、
小
学
6年
生
の
清
涼
飲
料
摂
取
量
を
調
査
し
、
砂
糖
摂
取
と
食
事
習
慣
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
日
本
国
内
8地
域
の
都
道
府
県
か
ら
小
学
校
5・
6年
生
 
身
長
・体
重
、
飲
料
摂
取
状
況
(平
日
と
休
日
の
各
1日
、
連
続
す
る
2日
間
に
つ
い
て
前
日
に
飲
ん
だ
も
の
を
翌
朝
に
記
入
)、
食
行
動
・態
度
な
ど
の
食
習
慣
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
 
平
日
、
休
日
と
も
に
最
も
摂
取
量
が
多
か
っ
た
の
は
牛
乳
で
あ
り
、
次
い
で
ジ
ュ
ー
ス
（無
果
汁
の
も
の
を
含
む
）、
炭
酸
飲
料
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
と
い
っ
た
清
涼
飲
料
で
あ
っ
た
。
牛
乳
は
平
日
に
多
く飲
ま
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
ジ
ュ
ー
ス
、
炭
酸
飲
料
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
は
休
日
に
多
く飲
ま
れ
て
い
た
。
摂
取
飲
料
中
の
炭
水
化
物
量
は
平
日
が
36
g/
da
y、
休
日
が
47
g/
da
yで
あ
り
、
摂
取
量
0
の
者
が
約
20
%い
る
一
方
、
50
gを
超
え
る
者
が
約
30
%存
在
し
て
い
た
。
炭
水
化
物
摂
取
量
と
食
習
慣
と
の
関
連
を
調
べ
る
と
、
「自
分
だ
け
で
食
品
の
買
い
物
を
す
る
頻
度
」及
び
「運
動
を
す
る
頻
度
」が
多
い
児
童
ほ
ど
、
飲
料
か
ら
の
摂
取
炭
水
化
物
量
が
多
か
っ
た
。
平
日
、
休
日
と
も
に
学
校
で
指
導
さ
れ
て
い
る
砂
糖
の
摂
取
目
安
量
を
超
え
て
お
り
、
特
に
休
日
の
飲
用
行
動
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 
宮
井
、
石
川
、
三
輪
 
(2
01
1)
 
 
日
本
 
 北
海
道
農
村
地
域
に
お
け
る
肥
満
女
性
の
間
食
摂
取
の
季
節
変
動
お
よ
び
肥
満
予
防
と
な
る
間
食
摂
取
方
法
を
検
討
す
る
 
北
海
道
美
深
町
に
居
住
す
る
30
歳
以
上
の
成
人
女
性
25
人
春
夏
秋
冬
の
各
季
節
に
お
け
る
平
日
2日
間
の
食
事
時
間
・
区
分
・食
事
・間
食
内
容
を
秤
量
法
に
よ
り
記
録
、
身
長
・体
重
の
計
測
 
年
間
平
均
BM
Iに
よ
り
対
象
者
を
肥
満
群
・標
準
群
に
分
け
、
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
・間
食
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
・比
率
・間
食
摂
取
量
の
季
節
変
動
を
比
較
検
討
し
、
そ
の
後
、
間
食
分
類
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
嗜
好
飲
料
の
出
現
回
数
の
季
節
変
動
を
比
較
検
討
し
た
。
肥
満
群
は
6名
、
標
準
群
は
19
名
で
あ
っ
た
。
間
食
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
・比
率
・間
食
摂
取
量
は
、
肥
満
群
で
は
春
か
ら
夏
に
か
け
増
加
し
、
秋
冬
と
減
少
し
た
の
に
対
し
、
標
準
群
で
は
春
か
ら
夏
に
か
け
減
少
し
、
秋
冬
に
増
加
し
た
。
季
節
毎
の
比
較
で
は
、
夏
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
で
、
肥
満
群
が
 1
,8
93
±
20
6.
7 
kc
al
で
標
準
群
 1
,5
75
±
20
5.
9 
kc
al
よ
り
も
有
意
に
多
か
っ
た
。
夏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
嗜
好
飲
料
摂
取
量
で
は
、
肥
満
群
 9
7.
3±
11
2.
8 
gで
標
準
群
16
.7
±
37
.8
 g
よ
り
も
有
意
に
多
か
っ
た
。
特
に
、
肥
満
群
で
は
夏
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
嗜
好
飲
料
の
出
現
回
数
が
多
か
っ
た
。
夏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
嗜
好
飲
料
摂
取
の
制
限
が
肥
満
予
防
の
有
効
な
手
段
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
 
千
歳
、
田
中
、
北
山
、
加
藤
 
(2
01
0)
 
 
日
本
 
 高
齢
者
へ
の
望
ま
し
い
栄
養
教
育
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
, 
食
行
動
の
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
と
食
物
摂
取
状
況
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
高
齢
者
42
人
 (
平
均
年
齢
74
. 9
±
標
準
偏
差
4.
 7
歳
)
食
行
動
の
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
及
び
食
物
摂
取
状
況
に
つ
い
て
自
記
式
質
問
紙
に
よ
る
調
査
、
食
物
摂
取
状
況
は
1日
分
の
食
事
記
録
 (
料
理
名
や
食
品
名
と
そ
の
概
量
) 
に
て
算
出
 
食
物
摂
取
状
況
は
, 
全
て
の
料
理
区
分
に
お
い
て
食
物
摂
取
目
安
外
で
あ
っ
た
。
と
くに
, 
果
物
, 
牛
乳
・乳
製
品
, 
菓
子
・嗜
好
飲
料
は
摂
取
目
安
を
大
き
く上
回
っ
た
。
食
行
動
の
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
が
高
く食
意
識
も
高
い
群
は
, 
牛
乳
・乳
製
品
の
摂
取
が
非
適
正
 (
過
剰
) 
で
あ
っ
た
。
多
世
代
同
居
世
帯
は
独
居
世
帯
及
び
夫
婦
世
帯
に
比
べ
, 
「野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
」,
 「
油
脂
や
油
っ
ぽ
い
料
理
を
控
え
る
」の
食
行
動
の
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
が
有
意
に
低
く,
 副
菜
の
摂
取
の
適
正
群
に
占
め
る
割
合
も
有
意
に
低
か
っ
た
。
高
齢
者
へ
の
栄
養
教
育
の
機
会
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
り
, 
そ
の
内
容
に
は
間
食
の
適
切
な
摂
取
方
法
や
栄
養
成
分
表
示
の
活
用
方
法
を
盛
り
込
み
, 
ま
た
, 
高
齢
者
本
人
だ
け
で
な
く,
 そ
の
家
族
や
調
理
者
を
巻
き
込
ん
だ
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
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国
 
 
研
究
の
目
的
 
 
 
健
康
教
育
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行
年
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内
容
 
時
期
 
対
象
 
 
評
価
指
標
 
 
評
価
方
法
 
主
な
結
果
 
Ha
rt
iga
n 
P 
et
 a
l. 
(2
01
7)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 病
院
内
で
SS
B
販
売
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
 
 
 
Re
th
in
k 
Yo
ur
 
Dr
in
k
の
販
売
。
糖
分
に
基
づ
い
て
飲
料
を
赤
、
黄
、
緑
に
分
類
し
た
―
 
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
郡
の
子
ど
も
病
院
 
 
飲
料
販
売
デ
ー
タ
（売
上
高
） 
 
飲
料
販
売
デ
ー
タ
（売
上
高
）は
3か
月
前
、
12
か
月
間
の
介
入
中
、
介
入
後
4か
月
 
SS
B
の
売
上
が
減
少
し
、
健
康
的
な
飲
料
の
選
択
肢
が
増
え
た
。
 
Ho
ws
e 
E 
et
 a
l. 
(2
01
7)
 
 
オ
ー
ス
トラ
リ
ア
 
 大
学
環
境
に
お
け
る
砂
糖
甘
味
飲
料
の
規
制
に
関
す
る
学
生
の
意
見
と
態
度
を
検
証
す
る
 
 
 
よ
り
健
康
的
な
飲
料
代
替
品
の
価
格
を
下
げ
た
り
、
砂
糖
を
加
え
た
飲
料
を
販
売
か
ら
取
り
除
くな
ど
の
介
入
を
行
っ
た
20
16
年
4月
 
16
歳
～
84
歳
ま
で
の
学
生
と
ス
タ
ッ
フ
 
 
砂
糖
甘
味
飲
料
の
消
費
と
、
砂
糖
甘
味
飲
料
の
介
入
の
合
意
と
サ
ポ
ー
トの
レ
ベ
ル
に
関
す
る
質
問
 
 
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
 
こ
の
集
団
で
は
、
糖
甘
味
飲
料
の
摂
取
量
が
少
な
く、
糖
甘
味
飲
料
の
健
康
リ
ス
ク
に
対
す
る
意
識
が
高
か
っ
た
。
若
年
成
人
は
、
高
齢
者
よ
り
も
ほ
と
ん
ど
の
介
入
を
支
持
し
に
くい
傾
向
が
あ
っ
た
。
 
Ba
tt
ra
m
 D
S 
et
 a
l. 
(2
01
6)
 
 
カ
ナ
ダ
 
 子
ど
も
の
砂
糖
甘
味
飲
料
（S
SB
）の
認
識
を
理
解
す
る
 
 
 
砂
糖
の
含
有
量
と
そ
の
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
 
―
 
カ
ナ
ダ
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
9つ
の
小
学
校
の
51
人
 
飲
み
物
の
選
択
や
消
費
パ
タ
ー
ン
 
 
人
口
統
計
ア
ン
ケ
ー
ト、
子
ど
も
の
SS
B
に
対
す
る
認
識
、
飲
料
の
選
択
と
消
費
パ
タ
ー
ン
に
影
響
す
る
要
因
 
味
、
親
の
管
理
、
広
告
が
子
ど
も
の
飲
料
選
択
や
消
費
パ
タ
ー
ン
に
影
響
を
与
え
た
主
な
要
因
と
し
て
は
、
味
、
親
に
よ
る
管
理
の
実
践
、
選
択
し
や
す
さ
、
広
告
な
ど
が
あ
っ
た
。
 
Is
ol
di
 K
K 
et
 a
l. 
(2
01
5)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 肥
満
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
手
段
と
し
て
、
若
者
の
砂
糖
甘
味
飲
料
（S
SB
）の
摂
取
を
減
ら
す
 
 
 
SS
B
の
砂
糖
含
有
量
、
SS
B
の
飲
酒
に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
、
低
糖
飲
料
の
試
飲
だ
け
で
な
く、
手
作
業
に
よ
る
調
製
に
つ
い
て
の
2
時
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
 
―
 
5～
14
歳
12
8人
（男
性
63
％
） 
 
SS
B
の
通
常
の
摂
取
量
、
SS
B
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
態
度
の
変
化
 
 
事
前
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
の
調
査
 
一
般
的
に
消
費
さ
れ
る
SS
B
の
糖
含
量
に
関
す
る
知
識
の
大
幅
な
増
加
が
達
成
さ
れ
た
。
 態
度
の
変
化
は
有
意
で
は
な
か
っ
た
。
  
Be
a 
JW
 e
t a
l. 
(2
01
5)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 砂
糖
甘
味
飲
料
（S
SB
）の
摂
取
は
肥
満
と
関
連
し
て
い
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
栄
養
教
育
が
SS
B
消
費
を
減
少
さ
せ
る
と
仮
定
し
、
SS
B消
費
量
の
変
化
を
評
価
す
る
 
 
 
教
師
に
一
般
的
な
栄
養
教
育
の
訓
練
と
教
材
を
提
供
し
、
学
生
に
栄
養
教
育
を
実
施
し
た
20
11
年
10
～
12
月
、
20
12
年
4～
5月
 
無
作
為
に
選
ん
だ
第
4
学
年
と
第
5学
級
の
学
生
53
6人
 
 
記
述
前
の
統
計
は
、
学
生
の
人
口
統
計
お
よ
び
飲
料
消
費
に
つ
い
て
計
算
し
た
。
SS
B消
費
の
変
化
で
は
、
教
室
の
平
均
値
の
変
化
を
評
価
し
た
。
  
 
秋
と
春
に
行
動
に
つ
い
て
の
質
問
調
査
 
秋
の
平
均
SS
B
消
費
は
1.
1（
±
0.
2）
回
で
あ
っ
た
。
 平
均
牛
乳
お
よ
び
水
分
摂
取
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
1.
6（
±
0.
2）
お
よ
び
5.
2
（±
0.
7）
回
で
あ
っ
た
。
 飲
料
消
費
量
は
春
期
に
は
3.
2％
増
加
し
、
大
部
分
の
SS
Bが
増
加
し
た
。
 S
SB
消
費
の
変
化
は
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
SS
Bお
よ
び
水
の
消
費
と
負
の
相
関
が
あ
っ
た
が
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
乳
脂
肪
と
正
の
相
関
が
あ
っ
た
。
暖
か
い
気
候
で
、
よ
り
健
康
的
な
飲
料
を
奨
励
す
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
。 
Bo
le
s 
M
 e
t a
l. 
(2
01
4)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 砂
糖
甘
味
飲
料
を
飲
む
こ
と
の
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
教
育
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
を
調
査
す
る
 
 
 
甘
い
飲
み
物
や
肥
満
に
関
す
る
知
識
、
態
度
、
行
動
に
影
響
を
与
え
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（ウ
ェ
ブ
、
テ
レ
ビ
、
看
板
、
交
通
機
関
に
有
料
メ
デ
ィ
ア
と
無
償
メ
デ
ィ
ア
含
む
）
を
実
施
し
た
 
20
11
年
 
オ
レ
ゴ
ン
州
の
マ
ル
チ
ノ
マ
郡
（ポ
ー
トラ
ン
ド
）
 
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
意
識
、
肥
満
に
対
す
る
態
度
、
過
度
の
砂
糖
の
健
康
問
題
に
関
す
る
知
識
、
お
よ
び
ソ
ー
ダ
お
よ
び
砂
糖
甘
味
飲
料
消
費
に
関
す
る
行
動
意
図
お
よ
び
行
動
を
測
定
 
 
電
話
調
査
（n
 =
 4
02
）
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
知
っ
て
い
た
人
の
80
％
近
くが
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
広
告
の
結
果
と
し
て
彼
ら
が
子
供
に
提
供
し
た
ソ
ー
ダ
や
甘
い
飲
み
物
の
量
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
知
っ
て
い
た
人
々
は
、
砂
糖
が
多
す
ぎ
る
と
健
康
問
題
を
引
き
起
こ
す
（9
7.
3％
対
85
.9
％
）こ
と
に
同
意
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
 自
己
報
告
し
た
ソ
ー
ダ
消
費
量
に
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
 
G
as
e 
LN
 e
t a
l. 
(2
01
4)
 
 
ア
メ
リ
カ
 
 消
費
さ
れ
る
SS
B
の
量
や
望
ま
し
い
量
の
知
識
と
の
関
係
を
調
べ
る
 
 
 
SS
B
消
費
を
対
象
と
し
た
8週
間
の
健
康
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 
20
12
年
6月
 
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
の
地
下
鉄
と
バ
ス
で
選
ば
れ
た
成
人
で
、
経
済
的
に
、
人
種
的
に
多
様
な
サ
ン
プ
ル
 
 
健
康
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
連
す
る
食
べ
物
の
態
度
や
消
費
行
動
を
評
価
 
 
路
上
聞
き
取
り
調
査
 
社
会
人
口
統
計
と
体
重
の
状
態
を
管
理
か
ら
、
望
ま
し
い
SS
B
の
量
を
正
し
く特
定
し
た
回
答
者
は
、
回
答
し
て
い
な
い
回
答
者
よ
り
平
均
月
に
9個
SS
Bが
少
な
か
っ
た
。
 
玉
浦
、
赤
松
、
武
見
 
(2
01
0)
 
 
日
本
 
 フ
ォ
ー
マ
テ
ィブ
・リ
サ
ー
チ
に
基
づ
い
た
体
重
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
職
域
に
お
い
て
実
施
し
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
プ
ロ
セ
ス
評
価
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
後
の
対
象
者
の
行
動
，
BM
Iの
変
化
を
検
討
す
る
 
 
 
食
生
活
調
査
の
個
人
結
果
返
却
と
社
内
の
休
憩
室
の
掲
示
板
を
用
い
た
体
重
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
（約
6カ
月
間
） 
20
09
年
2月
 
都
内
に
あ
る
運
送
業
者
の
一
営
業
所
（社
員
31
7人
）
 
BM
I，
体
重
管
理
に
お
け
る
誘
惑
場
面
に
お
け
る
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
お
よ
び
対
策
行
動
，
体
重
管
理
に
関
す
る
知
識
 
 
質
問
紙
調
査
 
対
象
者
の
36
.3
％
（1
15
名
）が
事
前
事
後
調
査
に
回
答
し
，
21
.5
％
（6
8名
）が
個
人
結
果
を
受
け
取
り
か
つ
ポ
ス
タ
ー
を
利
用
し
た
と
回
答
し
た
。
後
者
で
は
，
体
重
管
理
の
知
識
も
増
え
，
体
重
管
理
の
誘
惑
場
面
に
お
け
る
対
策
行
動
を
実
行
す
る
者
が
増
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ま
た
，
一
日
の
菓
子
・嗜
好
飲
料
の
回
数
も
減
っ
て
い
た
。
 
澤
田
、
武
見
 
(2
00
9)
 
 
日
本
 
 従
業
員
食
堂
を
活
用
し
た
栄
養
教
育
と
環
境
づ
くり
を
統
合
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
，
そ
の
効
果
を
評
価
す
る
 
 
 
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
栄
養
教
育
介
入
（ビ
デ
オ
視
聴
を
取
り
入
れ
た
教
育
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
自
己
学
習
）と
，
食
堂
や
売
店
で
の
食
環
境
介
入
か
ら
な
り
，
食
環
境
介
入
は
ト
ラ
ン
ス
セ
オ
レ
テ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル
（T
TM
）に
基
づ
い
て
開
発
し
た
 
20
06
年
8月
 
食
品
製
造
企
業
工
場
内
に
勤
務
す
る
従
業
員
59
6人
か
ら
，
BM
I2
5以
上
の
男
女
と
，
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
85
cm
以
上
の
男
性
を
合
わ
せ
た
12
3人
 
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
の
項
目
の
中
か
ら
行
動
目
標
（副
菜
の
摂
取
増
加
、
砂
糖
入
り
飲
料
な
ど
の
摂
取
減
少
、
主
菜
の
バ
ラ
ン
ス
、
洋
菓
子
や
菓
子
パ
ン
な
ど
の
摂
取
減
少
）に
対
応
さ
せ
て
、
食
行
動
、
食
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
、
食
知
識
に
関
す
る
項
目
を
設
定
 
 
食
生
活
調
査
票
、B
DH
Q
教
育
・環
境
群
全
員
が
ビ
デ
オ
学
習
は
「わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
回
答
し
，
学
習
内
容
を
生
活
に
取
り
入
れ
た
者
は
男
性
95
.5
%，
女
性
87
.1
%で
あ
っ
た
．
男
性
の
教
育
・環
境
群
は
，
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
副
菜
SV
（5
～
6つ
分
）の
知
識
，
「野
菜
料
理
を
１
日
２
回
以
上
食
べ
る
」こ
と
へ
の
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
，
副
菜
SV
の
行
動
，
食
物
繊
維
や
葉
酸
の
栄
養
素
摂
取
に
お
い
て
，
一
連
の
有
意
に
望
ま
し
い
変
化
が
み
ら
れ
た
．
女
性
の
教
育
・環
境
群
は
砂
糖
入
り
飲
料
の
減
少
と
い
う
目
標
に
お
い
て
，
男
性
と
同
様
の
一
連
の
変
化
が
認
め
ら
れ
た
。
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３．結果 
1）実施国と報告年 
全 37 件を国別にみると，アメリカからの報告が
16 件 5-7,12,13,15,18,21,23-25,30,33-36）で最も多く，次いでイギ
リスが 2件 9,22），イラン 10），オーストラリア 31），カ
ナダ 32），韓国 17），コスタリカ 19），台湾 8），ノルウェ
ー16），フィンランド 4），マレーシア 20），メキシコ 11）
がそれぞれ 1件であった。日本からの報告は 7件 26-
29,37,38）であった。また，報告年別にみると，2017年
5-7,30,31），2015年 9-11,33,34），2014年 12-14,35,36），2011年 21-
23,27,28）がそれぞれ 5件，2012年 18-20,26）が 4件，2013
年 15-17），2010年 24,29,37）がそれぞれ 3件，2016年 8,32），
200925,38）年がそれぞれ 2件，2018年 4）が 1件であっ
た。 
 
2）砂糖摂取量について 
 健康教育の介入を行っていない研究調査を
Tbable1，2に示した。砂糖摂取量についての調査対
象者は，大人 12 件 9-12,15,19-24,28）で最も多く，次いで
小中学生が 8件 7,8,14,16,17,25,26,27），保護者 3件 4,7,13），高
齢者 1件 29），歯科医 1件 5）であった。砂糖摂取量に
ついては，飲料や間食の摂取量や摂取頻度などを問
うアンケート調査によるものが最も多く，その中に
はオンラインによる調査が 1件 5）含まれていた。他
には，国における調査を利用したものが 4件 12,17,20,25），
レストランで飲料の消費量により算出したもの 6）が
あった。また，イギリスでは，白人家庭とイギリス
在住のパキスタン人の砂糖摂取状況について比較す
るなど，他民族を対象にしたり，他の国で比較して
いる報告もみられた 9）。 
 
3）健康教育の内容 
 健康教育の介入を行っている研究を Table 3 に示
した。対象は，小学生が 4件 30,32-34,）で最も多く，次
いで大人が 3 件 31,37,38），年齢を問わず地域の一般人
が 2件 35,36）であった。病院における介入研究が 1件
30），学校における介入研究が 4件 31-34），職場におけ
る介入研究が 2 件 37,38），地域における介入研究が 2
件 35,36）であった。アメリカでは，地域におけるメデ
ィアを使ったキャンペーンや，健康マーケティング
のキャンペーンなど大規模な介入研究があった。評
価については，質問紙によるアンケート調査が最も
多く，この中にはオンライン調査も 1件 31）含まれて
いた。また，飲料販売データを用いて評価を行って
いる研究 30）もあった。地域における介入研究の評価
は電話調査や路上による聞き取り調査により行って
いた。 
４．考察 
 本研究では，先進国及び開発途上国における砂糖
を起因とする健康教育について知見を得ることを目
的に，データベース PubMed 及び CiNii を用いた文
献レビューを行った。 
 砂糖を起因とする NCDs予防のための健康教育に
ついては，砂糖摂取量の現状を把握した上で健康教
育の必要性を論じている研究と，さらに健康教育を
実践した上で評価を行った研究と，大きく 2つに大
別された。 
 
1）砂糖摂取量の現状 
 先進国では，SSBによる砂糖摂取量と体重増加や
肥満，虫歯の関係性について検証した上で，その原
因が親による食習慣や日々の生活習慣と関係してお
り，健康教育の意義について報告されていた。また，
親の教育や水道水を信頼していないという要因も
SSBによる砂糖摂取量と関連していることが示唆さ
れた。 
開発途上国では，砂糖摂取量と腹囲の皮下脂肪や
血中の中性脂肪などとの関連についての報告があっ
た。また，マレーシアにおいては，砂糖摂取量に関
しては食物摂取頻度調査を用いた方法による研究が
あり，食物摂取頻度調査を用いて砂糖摂取量を推定
するのは有効であると報告されていた 20）。 
 日本では，子どもを対象に砂糖摂取量を算出した
ものが多かった。岸田によると，平日と休日の砂糖
摂取量では，休日の方が多く，さらに食習慣との関
連を調べると，「自分だけで食品の買い物をする頻度」
及び「運動をする頻度」が多いほど，飲み物からの
砂糖摂取量が多いと報告されていた 27）。Shikanaiは，
カンボジアと日本の子どもの砂糖摂取と体重に関す
る研究をしており，砂糖摂取量はカンボジアの方が
多かった。また，乳糖の摂取量に大きな違いがあり，
給食の有無などが関係していることが報告されてい
た 14）。 
調査方法について本レビューでは，質問紙法によ
る調査研究が多かったが，2016年以降はオンライン
による調査研究もみられた。オンライン調査のメリ
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ットとデメリットを考慮した上で，活用できる場面
にはオンライン調査も活用していきたいと考える。 
 
2）健康教育 
 健康教育の介入研究を行っている 9件 30-38）につい
て本レビューでは，健康教育の手法を用いた介入に
より，結果として，SSBの売上が減少したり，対象
者の SSB選択に影響を与えるなど，一定の効果が見
受けられた。一方で，対象者は知識の大幅な増加が
みられたものの，態度の変化に有意差が出なかった
という研究もみられた。地域における大規模なキャ
ンペーンを実施した研究に関しては，マスコミを利
用したキャンペーン広告が飲み物の選択に大きく影
響を与えていた。これらのことを踏まえると，より
大きなキャンペーンを実施すると，飲み物の選択な
どの態度や行動に対して，効果が得られやすいと考
えられるため，地域や国の現状に合わせて，地域や
国レベルでの介入を行うことも効果的であると考え
る。 
 
3）本研究の限界 
 本研究の限界として，以下の点が挙げられる。ま
ず，文献収集に用いたデータベースが PubMed，CiNii
のみであったため，すべての関連する文献を網羅す
ることができなかったことである。砂糖摂取量に関
する研究については，先進国，開発途上国ともにそ
の国の調査を通じて報じられていた。砂糖を起因と
する NCDsに対する健康教育に関する研究は先進国
においては進んできてはいるが，現時点ではデータ
ベースへの収載は少なく，論文の採択はごく限られ
たものとなっていた。 
次に採択基準は学術雑誌としたが，日本国内の学
会研究発表や大学紀要において，食育の報告として
嗜好飲料の摂取量について述べられた研究 39-42）もあ
ったため，収集の幅を広げる必要性があった点であ
る。今後は世界保健機関（WHO），国連食糧農業機
関（FAO），国際連合児童基金（UNICEF）も含め，
さらに幅広く情報を得て，先行研究を把握する必要
がある。 
５．おわりに 
砂糖の摂り過ぎは，NCDsの要因とされ，WHOで
は，１日に摂取する砂糖摂取量を，総エネルギー摂
取量の 5％未満に抑えるべきとする新ガイドライン
を 2014年に発表した。本研究では，先進国及び開発
途上国における砂糖を起因とする NCDsに対する健
康教育について知見を得ることを目的に，データベ
ースを用いた文献レビューを行った。PubMed，CiNii
によるデータベース検索では 1,735 件が抽出され，
スクリーニングの結果，37件を採択した。 
砂糖を起因とする NCDsに対する健康教育につい
ては，砂糖摂取量の現状を把握した上で健康教育を
行う必要性を論じている研究と，さらに健康教育を
実践した上で評価を行った研究の，大きく 2つに大
別された。 
砂糖摂取量の現状については大人を対象とした
研究が最も多く，次いで小中学生を対象とした学校
での調査が多かった。小児については，本人に加え
保護者を対象とする健康教育の必要性について報告
されていた。また，近年の調査ではオンラインを活
用した研究もみられた。 
健康教育の介入を行っている研究については，地
域においてメディアによる大規模なキャンペーンを
行ったものは飲料選択に影響を与えていたが，学校
などで介入研究を行った場合，対象者の知識の増加
はみられたものの，態度や行動の変化はみられなか
った。学校や学級など比較的小さな集団で介入研究
を行う場合，より継続的に介入を行っていくことが
重要であると示唆された。 
砂糖を起因とする NCDs予防のための健康教育の
必要性は論じられているものの，介入を行った報告
は少ない。健康教育の効果的な実施は，対象者の現
状を踏まえ，適した方法によって行われることが重
要である。その上で，その介入に対し，適切な評価
を行うことで，より効果的な実施ができると考える。 
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